
 

工樂松右衛門伝  本の紹介  
近世海事の革新者（イノベーター）工樂松右衛門伝  ―公益

に尽くした七〇年  
「近世の海を変えた工樂松右衛門の真実！」として、革新的な帆布を開発して江戸期の海運に飛

躍的発展をもたらし、やがて現在の北方領土をはじめ、日本各地の港湾整備にも尽力。北前船の

船頭から海事百般の名工となった窮理実践者は、いかに自身の運命と時代を切り拓いたのか？

工樂家伝来の未公開史料を加えて、公益に捧げた７０年の生涯を再現する本格的評伝。 

 

松右衞門が生きた時代の精神、海上物流の革新部分を丁寧に分析し、神戸学院大学経営学部

の松田裕之教授が３年強を費やしてまとめられた労作です。現在確認することの出来る公開、非

公開を含めてことごとくをまとめられた結果です。現時点での工樂松右衛門に関する文字通りの

悉皆調査報告ということになります。 

  

著者紹介：松田裕之 

 1958 年大阪府生まれ。 

 関西大学商学部卒業。 

 博士（商学）関西大学。 

 松商学園短期大学、甲子園大学を経て、 

 現在、神戸学院大学経営学部教授 

 

出版社：冨山房インターナショナル  

体裁：A5 版 上製 400 頁 

発売日：令和 4 年 4 月 5 日 

定価：3,850 円(消費税込み) 

                   

 

併せて、次の本も推薦します。 

 

 

 

 



佐々木荘助  近代物流の先達  ―飛脚から陸運の政商へ  
江戸期を通じて、海運と違って書状や小荷物の輸送を担ってきた飛脚便の実態と発展を、これま

た史実に基づいて丁寧、且つ克明に調査した著書です。例えば、大阪の米会所での米の売買に、

庄内米の相場を知らせるには船では酒田から大阪まで届くのに２０日近くかかったのに、飛脚便

では約１週間で届いて米の流通、販売に大きな役割を果たしました。船における大量物流とともに、

飛脚便による迅速な情報伝達は江戸期経済の発展を大きく支えました。 

江戸期における陸上の宿駅制度と飛脚問屋の機能や制度を刷新して、明治政府による通信、及

び書状類の輸送体系の革新、整備への道を作って民間輸送事業を立ち上げた佐々木荘助の一

生も、大いに評価されねばなりません。 

現在の日本通運株式会社（日通）へと発展させる基礎を整えた佐々木荘助は、江戸期における書

状・小荷物の運送の実態、そして工樂松右衛門による大量物流の発展を知る上で同じく必読の書

です。  

著者紹介：松田裕之 

 1958 年大阪府生まれ。 

 関西大学商学部卒業。 

 博士（商学）関西大学。 

 松商学園短期大学、甲子園大学を経て、 

 現在、神戸学院大学経営学部教授 

 

出版社：冨山房インターナショナル  

体裁：A5 版 上製 315 頁 

発売日：令和 2 年 6 月 24 日 

定価：3,630 円(消費税込み) 

               

 

 

必携―近世日本の陸運政商と、海事の革新者徹底評価本２冊！  
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